平成２５年度第２回櫛引地域地区公民館運営審議会記録（概要）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時：平成２６年３月１９日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:45～20:38
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：櫛引公民館講座室

＜出席者＞

　　委　員：　成田進委員長、齋藤明夫委員、佐藤ゆかり委員、工藤治樹委員、
小林　博委員、難波正喜委員、金内一恵委員、

　　事務局：　櫛引庁舎総務企画課（併）社会教育課
菊地ゆかり主幹、大宮将義専門員
＜欠席者＞

　　委　員：　菅原弘昭委員、御船明彦委員、斎藤ゆう子委員、今野愼太郎委員、
佐久間忠勝委員、菅原　勝委員
＜公開・非公開＞　公開

＜傍聴者＞　　　　なし

＜会議内容＞　

１．開会（大宮専門員）
２．委員長あいさつ（成田委員長）
３．協議

（１）平成２５年度公民館関係事の報告並びに平成２６年度の計画について
（説明:大宮専門員）
　　
　　・青少年育成推進員が各小学校地区から選出されたのは良いことだが、学校としての認識が薄い。選出されたら本人が学校に訪問するように連携を望みたい。（委員）
→年度当初は南小学区のみが決まっていたが、西小、東小学区は地域ですでに活躍している方の中から事務局でお声かけをして、夏季休暇前に了承を得た。しかし、青少年育成センターが全市を一括して取りまとめており、正式な委嘱状の交付が１２月と遅れたため、各小学校への周知が遅れてしまった。今後は、青少年育成推進員３人で今後の活動の方向を考え、各小学校に訪問するなど顔の見える活動を検討していきたい。（公民館）
・自治公民館への運営補助金が増額となるが、執行するにあたり、何かしばりはあるのか。（委員）
　　　→総合交付金を地区に支出し、自治公民館には運営補助金を支出する。公民館には、これまでどおり補助金の支出なので、交付申請、実績報告が必要となるが、地区の会計については、実状に合わせた裁量の範囲内で柔軟に対応できることになる。（公民館）
・リーダー研修会について、季節のよいときに変更することは検討しなかったのか。（委員）
　　　→６月に金峰少年自然の家の年間予定を決める会議では、８月中の日程はすでに埋まっており、なかなか入る余地がないと聞いている。（公民館）
　　・リーダー研修会について、金峰には５年生が宿泊研修で行っているので、親元を離れての不安は、それほどないと思うが、参加者が減少傾向にあるのは残念だ。各地区の子ども会育成会も毎年変わるので、その辺が影響しているのか。リーダー研修会の取り組みを考える時期に来ているのではないか。（委員）
　　　→ 昭和５８年度に始まった櫛引の特色ある事業で、それまでは各地区のリーダー２名ずつが参加してきた。少子化の影響により新６年生を対象としているが、強制参加でないこと、スポ少活動と重なること、体力的に不安なことから参加者の減少傾向が続いている。今後の在り方については、子ども会育成会連合会等と調整していきながら進めていきたい。（公民館）
　　・男の料理教室を開いてみてはどうか。意外と興味があるのかもしれないし、いざ、一人世帯となると男性が料理を作るのは大変である。（委員）
　　　→生涯学習推進員会議に諮りながら、どのような男性向けの料理講座がよいか検討していきたい。（公民館）
　　・庄内視聴覚協議会が解散したが、今後の体制は。（委員）
　　　→庄内の市町村に教材を分配した。今後は、運搬等に時間が要するものの、これまでどおり教材の貸し借りの窓口は櫛引公民館になる。（公民館）
（２）広域コミュニティ組織の動向について（説明：菊地主幹）
（３）その他

　　　特になし
４．その他・各団体からの情報提供

　　特になし

５．閉会（大宮専門員）
